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ピアノ基礎技法
～ペダルの使い方 ･上級～

TheBasicPianoTechniques:Pedaling,HighLevel

(2006年 3月31日受理)
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Keywords:ペダルの深さ

Whenachildisusedtopedaling,thenextstepistobeconsciousofthedepthofpedaling.Itisthe

mostimportantelementwhichwilldecidethebalanceofthewholesoundsystem.

ペダルが静かに踏めるようになったら,次の段階で,ペダルを踏む深さを意識すると良い｡ペダルの踏み方は,演奏

全体の響きのバランスを最後に決定する,最も大切なものである｡

は じ め に

ペダルは,特に耳で確認 しながら身につけることが大

切である｡

初級の段階から,注意深く,弾いた ｢音｣に対 してペダ

ルを ｢踏む｣瞬間と,｢あげる｣瞬間を聞いて,確実に

処理できたかを確認することができるようにしたい｡こ

れについて,どのような準備 と意識が必要であるかは,

中国学園紀要 第4号に,記載 した｡

ほぼ確実になった初級からのペダルは,あらゆるピア

ノの演奏曲目を弾けるようになった中級の段階でも,あ

る程度効果的に使用できるものである｡ しかし,ここで

は,更に上級として,演奏を行 うために考えるべき注意

点を考慮していく｡

(ペダルの深さ)

ペダル (今回は,右足で踏むダンパーペダルについて

大半を考慮する :以降ペダルとだけ記す)は,最初に踏

む軽い部分と更に踏み込むと途中から少し重い部分に分

かれている｡最初が軽く感 じるのは,5ミリ程度の深さ

までのところで,ダンパーをまだ上げていないでペダル

だけ踏んでいる状態だからである｡車のアクセルなどで

も遊びの部分があるが,ピアノも同じである｡遊びの部

分を踏んでいくと急に重く感 じる位置があるが,これは,

この部分から,ペダルが効き始め,ダンパーがあがり始

めたという位置である｡最初は,少 ししか音が残 らない

が,そのままだんだん響きが豊かになり,底まで踏み込

む前にこれ以上ダンパーが上がらない位置がある｡これ

が最もペダルを効かせた位置である｡ しかし,ペダルは,

もう少 し深 く踏み込むことができるようになっている｡

この底の部分にも少 し遊びがあるのである｡

上記は,前にも述べたことであるが,ペダルを効かせ

るのに,｢静かに踏むこと｣を初級で身につけるために,

遊びの部分があるとい う意識は,最初に必要な注意で

あった｡更に上達するために,この,"ペダルの効いて

いる部分"を踏む時,｢深 さ｣ の違いにより,音がどの

くらい響き,持続できるのかを注意 して聞き分け,演奏

の度に最適な ｢深さ｣を,選べるように意識する必要が

ある｡

上級の段階として詳 しく述べる｡

音の高さを,高めや,低めに取ることを,"1/4音

上げる"とか,"1/4音下げる" とか言 うが,ペダル
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も,"半ペダル","1/3ペダル","1/4ペダル","1

/5ペダル"などさまざまな踏み方がある｡｢深さ｣卑

変えて,響かせ方をだんだん変化させ加減していくので

ある｡

まず,"半ペダル"から考える｡

"半ペダル"は,半分位 ｢深さ｣を踏むものである｡

これにより,音の伸び方が半減し,音が持続できなく

なったと同時に響きが半減する｡単音の伸び方が半減す

れば共鳴するピアノの弦全体の響きは,半減以下に近く

なる｡音の伸び方を聞いて,低音の音が鳴りすぎたりし

た時,ペダルを半分に踏み戻せば,共鳴も急激に半減し,

ペダルの加減で響きを修正することが可能になる｡

"1/3ペダル"は,どのような踏み方か,考える｡

"1/3ペダル"は,速い踏み換えで,少しでもはっ

きり響きを必要とするときに踏み,次々と連続する音に

対して即座に反応することが必要な場合に特に有効であ

る｡速い速度での足の踏み換えは,高度な技術を要する

が,深く踏んでいては,踏み換えに時間がかかり過ぎる

ことは,想像が容易い｡半分まで踏み込んでいては,逮

続音にたいして,速く換えることは難しい｡ペダルが効

いているという感じは,1/3位で耳にはっきり意識で

きるので,その位の踏み方の響きを耳でよく覚え,深く

踏み過ぎないように,しかし,効き目がはっきり解るよ

うに踏むものである｡

"1/4ペダル"は,どのような踏み方か,考える｡

"1/4ペダル"は,特に弱音で響きを要する時に有

効である｡ペダルは,持続したまま多くの音を重ねて出

していくと共鳴が重なり音量を倍増することが容易くな

るが,反対に音量を減らすことは,難しくなる｡共鳴を

加減するようにペダルの深さを浅くすることで,多くの

音で構成された弱音の響きも音量を調整しやすくなるの

である｡

"1/5ペダル"は,どのような踏み方か,考える｡

"1/5ペダル"は,ほとんど踏んでいるかどうか分

からないくらいのペダルである｡ピアノ全体が湿気を含

みすぎた時,一昔だけ残る様な状態がおこることがある

がほとんどそれに近い踏みかたである｡バッハのシン

フォニアなどで,内声や上下の旋律をレガー トに演奏す

るために,一つの音だけ伸ばして次の音につなげたらす

ぐ離すという,メロディーをぶっ切れにしないための,

細かいペダルを必要とする場合がある｡同じ指を使わな

ければいけないため止むを得ず切れる音や,跳躍でどう

してもつなげられない音の場合に指の代わりにペダルで

音を伸ばすのである｡ほとんどペダルを踏んでいるかど

うか分からない状態で切れてはいけない音と音の間だけ

ペダルが効いているのが正解である｡なぜなら,指の代

わりのペダルなので,本来一番良く使われる,音の響き

を要するペダルとは,全く別のものである｡聞いている

だけでは,おそらく誰も気が付かないうちに使っている

べきなので,言うなれば "隠しペダル"である｡このペ

ダルを巧みに使 うことにより,まるで手が3本あるよう

に,バッハのシンフォニアの3つのメロディーをレガー

トに演奏することができるのである｡

(演奏場所のピアノの状態)

指先でピアノに触れ,音質や音色を整えることから,

足先でペダルに触れ,響きを調節することまで,ピアノ

に触れて,体全身の使い方を楽器の使い方に,一体化さ

せていくことができるようになったとしよう｡

そのままの状態を,演奏する場所に持っていけるだろ

うか?

実は,ピアノの演奏は,他にさまざまの条件を考慮し

て行 うべきものである｡なぜなら,ピアニストは通常,

自分の演奏楽器のピアノを,持ち歩かない｡(まれに,

世界的に有名なピアニス トが,飛行機で自分の愛用のピ

アノを必ず,演奏会場に持ち込む例はあり,その上,最

善を尽くすためピアノの状態を見るのに2台用意するそ

うであるが,普通できないことである｡これは,ホール

のピアノより明らかに表現力の豊かなピアノを所有して

いる自負があるから,できることである｡)費用的にも

大変であるし,巨大であるだけに動かして状態が落ち着

くまでに時間がかかるものだからである｡そういうこと

で,ピアニス トは自分の楽器を持ち歩くより,各演奏会

場でその場所にあったメンテナンスを常に行っているピ

アノを使用して演奏会を行う｡その方が,ピアノの状態

としては良いという場合が多いのである｡

状態が落ち着くとは,どういうことか?

低音から高音までの響きのバランスが整っており,弱

音から強音までに対する音の反応が敏感な状態である

と,いっでもコンサー トに使用できる状態と言えよう｡
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色々な演奏者の弾き方により,ピアノの状態も変わっ

てくるものであるが,特に弱音を美しく保つことは難し

い｡ピアノは,弦を打鍵するハンマーの綿の部分が磨り

減ってくると,中くらいの音量から弱音が艶を失いやす

い｡いかにも硬い耳障りな音しか出さなくなる｡これを

メンテナンスするための,ホールに専属の調律師,また

は,技師の人がいれば,演奏会後に,ピアノを出来るだ

け良い状態に再生させることができるのであるが,全て

のホールには,望めない｡演奏家により,プログラムの

曲目により,ピアノの鍵盤は,一律に弾かれていないの

で,本来は,必ず一昔ずつ全体のバランスを整え直す必

要があるのである｡

ピアノを人間の体の状態に例えてみる｡

例えば,演奏すると言うことは,人がスポーツをする

ことと同じである｡スポニッをするといっても,水泳を

するのと,テニスをするのと,マラソンをするのでは,

筋肉の使い方が違うはずである｡体の消耗も使う頻度が

多い場所で多くなり,それぞれに偏った使い方をしてい

るであろう｡スポーツの前にも後にも体全体のバランス

を整えるため,水分補給や,筋肉をほぐす柔軟体操,栄

養補給など行うと,急激な動きで故障を起こしたりする

ことも少なくなる｡体も消耗するので,年齢を重ねると,

更に日頃の状態を整えることが必要になってくるであろ

う｡消耗の状態を常に知っていれば,そして今現在とし

て体を常に良い状態にバランスをもどしていれば,また

すぐ次の機会に無理のない範囲で力を発揮し,スポーツ

も持続することができるはずである｡

重ねて言うが,ピアノも同じである｡ピアノも生きて

いると考えたい｡温度や湿度調節を最適に保たれた場

所で,いつも状態を管理されていれば,今現在の状態が

常に良ければ,いつどのようなピアニストが来ても,そ

のピアノとしては,最大限の反応をしてくれるはずであ

る｡しかし,別の状態ではどうだろう｡演奏の前にも後

にもメンテナンスもないまま次々と色々な弾かれ方をさ

れ,色々な調律の仕方をされると,いっも日によって違

う状態にされているピアノがあるとしよう｡溜まってき

た偏った消耗部分を,気が付かれないまま酷使されれ

ば,ある日突然故障を起こすだろうということは,誰で

も想像できる結果である｡ガソリンを補充しないまま車

が走っていて突然止まるようなものである｡

(演奏場所での音を聞く耳)

前述のように,ピアノの状態は,場所により,管理方

法により,良い状態で置かれているものばかりはない｡

では,良い状態で置いてあるものなら思うように弾き

こなせるであろうか｡

これも実は,その場所で,演奏に使うピアノの状態を

数時間のリハーサルの間に見抜き,理解することが出来

なければ,なかなか弾きこなせない｡

演奏会場での音は,家庭のグランドピアノを置いてあ

る部屋で聞こえる音とは,聞こえ方が違ってくる｡部屋

で演奏するときよりも会場で演奏する方が,響きが格段

に増えるのである｡空気の振動の余韻が,部屋と会場で

は,比べ物にならない｡その場所でよく聞いてみる以外

にないのである｡大きなホールでは,残音が1秒半位に

設計されて建築されているのが良いホールの条件の一つ

であるが,普通の家の部屋で,体験できるものではない｡

もちろん実際に演奏会を行ってみないと,ホールの状

態も落ち着かないし,開館から数年を経てだんだん響き

が良くなることもある｡

結局,演奏するために,一定の基準は望めないのであ

る｡その場に行って,会場の状態の響き具合を感じなが

ら,ピアノを弾き,更にピアノの状態を,自分で調べる

しかないのである｡

ここで,普段そのピアノを良く知る調律師の人の助け

を借りて,少しでも自分の弾きやすい状態に,ピアノの

バランスを整えてもらえると,会場の響きとピアノの響

きのバランスを取りやすくなる｡

ここで頼りになるのは,自分の "耳"である｡

最終的に,どのような加減で演奏するかは,自分で判

断するしかない｡ホールでの演奏のバランス感覚は,ホー

ルで演奏する経験を積んで初めて身に付くものである｡

この経験を埋めることは,急にはできないが,良いバラ

ンスを聴く耳を作っていくよう,日頃から自分の音を注

意深く聴くべきである｡耳を鍛えることで全体のバラン

スがどう変化しているかを,演奏する場所で少しでも確

認できるようになるだろう｡もちろん色々な場所での経

験を積むことができるのが最も自然にバランス感覚が身

に付く方法であるだろう｡

とにかく響きを良く聴くことである｡

では,響きのバランスを聴いて,どのような加減をす
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ればよいのであろう｡

どのような場所でも,ピアノの状態とその場所の響き

具合は,さまざまである｡

大ホール,中ホール,小ホール,演奏のための会場で

も響きの良し悪Lがあるが,ピアノの状態の良し暮しも

ある｡ホテルの宴会場なども械塩の上にピアノを置いて

あって,響きが悪そうに思えても,部屋の空調が一定に

整っていることが多いためか,意外とピアノが良く響く

状態で保たれていることもある｡サロン的な広さのホー

ルに異常に大きなコンサー ト用のピアノが置いてあると

うるさいほど響くので注意することが必要だったりす

る｡

響きにくい場所では,無駄な抵抗を止めて出来る範囲

の最大限の響きを作るしかない｡

いったいこの状態を加減するのに一番役立つのは,何

か?

それがノ1ランスを全体に変えるペダルの奏法である｡

響きすぎを,減らし,響きを倍増することができる｡し

かし,電気楽器の音量を変えるような効果は,望めない｡

あくまでもバランスを取る範囲である｡

響く場所では,いつもよりペダルの深さを浅めにした

り,ペダルを使う必要がなくなって完全にペダルをなし

にする演奏箇所も出てくる｡

反対に響かない場所では,より深いペダルの使い方を

行ったり,長めに使ったり,新たに加えたりすることも

あるわけである｡

言うまでもなく,その場所でのペダルの奏法の判断は,

自分の耳に委ねられているのである｡

(特殊なペダルの選び方)

今まで,ダンパーペダルをその場所に最適な状態で加

減し踏むことが出来れば,大きく演奏を助けることにな

ると述べてきた｡

実は,特殊であるが,ソフトペダルも音のバランスを

作る上で,とても効果がある｡

響きすぎるホールで,尚,響きすぎるピアノの状態の

とき,華々しい演奏効果は,得やすいが,弱音を要する

箇所を指先だけでは,作れないことがある｡このような

場合,演奏効果の幅を広げるためにソフトペダルを増や

す場合がある｡

また,止むを得ない場合の使用もある｡

ピアノは,消耗品であり,消耗が進むと弱音の効果が

激減すると前に述べた｡新品のピアノでは,最初,ハン

マーの綿の部分が柔らかく少し響きの焦点があわない感

じがするものである｡そのうち何年か経つと綿も最適な

硬さになり最大限の響きを放つようになる｡最後に,磨

耗が進んで特に弱音での奏法が難しい状態になる｡

このような時に,ある程度弱音を回復させることがで

きるのが,ソフトペダルである｡なぜなら,ハンマー

の綿とダンパーの接触部分をずらす役割なので,磨耗の

少ない部分に数ミリだけハンマーを移動させることがで

き,弱音の柔らかい音が回復したようになる｡そうは言っ

ても,耳障りな音を避けて,ペダルと手の技術を駆使し

て中くらいの音を作るといった,演奏としては,本来必

要のない労力を使ってピアノに接し,ピアノのバランス

を取っているだけの効果である｡この操作による演奏の

状態の幅は,望めない｡ピアノの修理をしながら演奏し

ているようなものである｡できれば,ホールのピアノが

ここまで磨耗する前に,新しいピアノを購入するか,ハ

ンマーやダンパーの交換などメンテナンスを行ってほし

いものである｡

(フレーズに対するペダルの踏み方)

ペダルの奏法を身に付け,演奏する場所の響きの状態

も考慮できたとする｡演奏全体のバランスは,この意識

でずいぶん良い状態かどうかを計れることと思う｡

今回,最初に,ペダルの深さを意識して踏むというこ

とを述べた｡

ここで最後に,ペダルの切り方にも細心の注意を払うこ

とが更に大切であると言うことを述べたい｡

深さを意識して行うさまざまのペダルの踏み方が,演

奏曲目に対しても,場所や,ピアノに対しても選べるよ

うになったら,最後に,音を切るときのペダルの上げ方

も細心の注意を払って行うことも与より,フレーズ感を決

定し,その響きの聞かせ方の変化により,表現の幅を細

かく多彩に支えることができ.ると考えるのである｡

ペダルの使用を大きく外面に向けての意識と,内面に

向けての意識に分けて考える必要があると言うことであ

る｡

まず,外部の状況を判断し,演奏の音量の最大幅,最小
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幅の縦の響きのバランスを決定したら,今度は,横の響

きにあたる演奏の流れを作るためのバランスを考える必

要があるのである｡これが,演奏内部の状況を考えるこ

とであり,これをどこまで表現できるかは,ペダルの細

心の注意で良い響きのホールほど倍増する効果を得るこ

とができるのである｡

では,演奏内部の意識をどのようにペダルで支えるの

か｡

これは演奏する上で,手で行うフレーズ感に加え,ペ

ダルの加減も細かく操作し,補助するというものであ

る｡演奏表現は,演奏会で多くの人に演奏者のイメージ

をはっきり伝えられる様,より効果的に行わなければな

らない｡ペダルで響かされたフレーズが,次のフレーズ

に入る時,ペダルの踏み換えは,とてもスムーズでなけ

ればならない｡このフレーズのつなぎ方まで熟慮し,細

心の注意を払うことが大切なのである｡

ほとんど次のフレーズに入る直前まで切れ目なくペダ

ルを踏み,音が切れたと思ったら,即座に踏み込んで長

いフレーズを作るもの,はっきりと切って,短いフレー

ズを強調するもの,さまざまである｡また,どの程度の

余韻にするかによって,響きが長く共鳴が多いほど効果

が倍増するので,間の取り方も変わってぐる｡このよう

なフレーズ感を持って,ペダルを処理すれば,音の段落,

色彩が浮かび上がってくるはずなのである｡

音の余韻は,足でペダルの深さを意識し,最後にダン

パーが降りてピアノの弦をつかみ込み,消音するまでを

良く聞いて加減することで随分違ってくる｡余韻が切れ

すぎになりそうであれば,このダンパーが降りた直後に

数ミリ踏み込む,隠しペダルを一瞬すれば,オーケスト

ラが音を止めたような柔らかな余韻を伴った切り方にす

ることができる｡2段階に上げるような足の動作を-フ

レーズの響きの中に要するが,柔らかい余韻を作り出す

には,効果的なペダルの使用法である｡

他にもクレッセンドや,デクレッセンドをペダルで補

助することが有効である｡

フレーズの中でクレッセンド的にだんだん響きを加え

たければ,ペダルを徐々に,もっとも効果的に聞こえる

まで深さを加えて行き,音量の幅を加えることができる｡

反対に,フレーズの響きをどの程度速くデクレッセンド

で減らすかも,ペダルの深さを浅くするのをどのくらい

の速さで行い,音を消音していくかによって,急激な響

きの変化も,緩やかな響きの変化も多彩に表現すること

を可能にしてくれる｡

響くホールでは,ペダルを減らすことがあると述べた

が,これはつまり,手の技術でホールの響きを借りて音

を切る表現の幅が増えたということである｡更に細心の

ペダルの使用をフレーズ毎につなげ,クライマックスで

は,ペダルを最も深く,最も長く,踏み込んだとしよう｡

これにホールの響きの共鳴が加速度的に加わった時,更

に予想以上の音量表現の幅も可能になる｡その中で演奏

者は,最適なバランスを耳で計り,刻一刻と即興的に響

きを選んで演奏していくことになるのである｡

響かないホールでは,ペダルを増やすことがあると述

べたが,これはつまり,手の技術だけでは,音がぶつ切

れに聞こえるので表現の幅が狭くなっているということ

である｡更にペダルを最大限に使用しても,ホールの響

き具合のバランスが悪いため,ほとんど響きが加わらな

いので,音量表現の幅も狭くなる｡余韻がない場合,響

きがホールに対して,物足りないものになってしまう｡

響かないホールでは,ピアノの効果を最大限に扱えても,

響きの効果として観客側では,不満が残ることは避けら

れないのである｡どうも演奏が聞こえにくい状態とか,

遠くで鳴っている感じの状態で終わってしまう｡力んで

響かせようとしても演奏のバランスを崩すだけなので,

音量の倍増はあきらめて,ペダルの響きのバランスだけ

は,フレーズ感を失わせないように使用していくことに

専念すべきなのである｡

お わ り に

初心者の段階で,ピアノのペダルを音と一体化して,

静かに踏めるようになったら,発表会などで様々のホー

ルでの演奏経験を積むことが必要になってくる｡小さな

部屋とホールでは,響きが違うという経験は,想像では

わからない｡やはり可能な限り多くの機会を持ち,幅広

い響きの感覚の記憶を無意識に溜めて,身に付けていっ

た方がよい｡

上級者としては,一人で練習するだけでは,演奏して

いるとは言えない｡演奏とは,聴く人が一人でもいるこ

とで,自分の音の聴き方,演奏の仕方が変化するもので
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あり,誰かに向かって発信している意識を持っことであ

ると考える｡演奏を未完成のものにしないために,必ず,

発表の場を持つことが大切になってくる｡その上で,自

分の演奏に対する自己評価を,他人の外部の耳で聴かれ

判断される評価と比べ,差がありすぎないか考える機会

が必要である｡

この経験を積む際に,演奏の完成として,忘れてなら

ないのがペダルにおけるバランスの取り方の習得であ

る｡意識すれば少しずつ記憶に残っていくが,意識しな

ければ全く身に付かない｡ピアノと一体化したペダルが

踏めるようになっていなければ,到底わからない段階で

ある｡ある程度発表会の他にコンクール等で場を踏んで

いても,色々なホールでの経験を積む機会は,年に数回

程度しかない｡これで演奏家の年何十回もの演奏で得る

感覚には,届くわけがない｡

とにかく,ペダルを最大限に使いこなせる様,耳を鍛

えることである｡

どんなに手の技術を積んでも,ペダルの扱い一つで,

効果を半減するどころか,全くの雑音にしてしまうこと

が現実に起こり易いのである｡ペダルだけの経験不足以

外には,理由はないのである｡

ペダルを演奏の最終段階でもっとも効果的に使えるよ

うに,身体全体を指先から足先まで,ピアノの音と一体

化させることがまず大切である｡

その上で,演奏を成功に導ける様に,あらゆるピアノ

の状態を知り,設置場所の状態を知り,総合的にペダル

を最終決定することができる耳を持つことが,更に重要

であると考える｡


